


　

村
民
の
皆
さ
ま
、

新
年
明
け
ま
し
て

お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

　

皆
様
方
に
お
か

れ
ま
し
て
は
、
輝

か
し
い
新
春
を
、

お
健
や
か
に
お
迎
え
の
こ
と
と
お
喜
び

申
し
上
げ
ま
す
。

　

日
頃
は
、
村
政
各
般
の
運
営
に
あ
た

り
、
深
い
ご
理
解
と
、
温
か
い
ご
支
援
、

ご
協
力
を
賜
り
、
厚
く
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。

　

さ
て
、
我
が
国
の
経
済
状
況
を
振
り

返
っ
て
み
ま
す
と
、
欧
州
の
政
府
債
務

問
題
や
歴
史
的
な
円
高
問
題
、
中
国
と

の
尖
閣
諸
島
あ
る
い
は
韓
国
と
の
間
に

お
け
る
竹
島
領
有
権
問
題
、
更
に
は
東

日
本
大
震
災
に
端
を
発
す
る
原
発
の
存

続
廃
止
問
題
な
ど

に
よ
り
、
非
常
に

厳
し
い
状
況
が
続

き
、
デ
フ
レ
か
ら

の
脱
却
が
見
込
め

な
い
状
況
で
閉
塞

感
が
漂
っ
て
お
り

ま
す
。

　

と
こ
ろ
が
、
12
月
の
突
然
の
衆
議
院

解
散
・
総
選
挙
に
よ
り
、
３
年
３
ヵ
月

続
い
た
民
主
党
政
権
が
倒
れ
、
自
民
党

安
倍
政
権
が
誕
生
、
今
後
の
国
政
の
展

開
に
日
本
国
中
が
注
視
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
本
村
を
取
り
巻
く
環
境
に
目

を
移
し
て
み
ま
す
と
、
米
国
に
よ
る
オ

ス
プ
レ
イ
配
備
問
題
が
ご
ざ
い
ま
し
た
。

オ
ス
プ
レ
イ
訓
練
の
飛
行
ル
ー
ト
の
一

つ
の
パ
ー
プ
ル
ル
ー
ト
が
小
宝
島
上
空

を
通
過
す
る
こ
と
が
発
覚
、
住
民
の
安

全
・
生
活
が
脅
か
さ
れ
る
こ
と
が
懸
念

さ
れ
ま
し
た
こ
と
か
ら
、
強
い
危
機
感

を
覚
え
、
飛
行
ル
ー
ト
変
更
に
つ
い
て

九
州
防
衛
局
へ
要
請
し
た
と
こ
ろ
で
あ

り
ま
す
。

　

一
方
で
は
、「
離
島
ガ
ソ
リ
ン
コ
ス
ト

支
援
」
や
「
離
島
高
校
生
就
学
支
援
」

な
ど
が
開
始
さ
れ
、
改
正
離
島
振
興
法

の
成
立
も
あ
り
、
だ
い
ぶ
離
島
へ
の
理

解
も
深
ま
っ
て
き
つ
つ
あ
る
と
感
じ
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

本
村
で
は
、
一
昨
年
度
か
ら
各
島
で

立
ち
上
が
っ
た
「
ふ
る
さ
と
づ
く
り
」

の
活
動
で
は
、
各
地
域
で
自
主
的
な
取

組
が
な
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、

こ
れ
か
ら
も
、
地
域
か
ら
の
積
極
的
な

意
見
や
活
動
に
期
待
を
し
つ
つ
、
行
政

と
し
て
も
最
大
限
の
サ
ポ
ー
ト
を
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
宝
島
に
本
村
で
初
め
て
介
護

保
険
が
適
用
さ
れ
る
施
設
「
小
規
模
多

機
能
ホ
ー
ム
た
か
ら
」
が
開
所
、
昨
年

６
月
か
ら
は
、
今
年
３
月
ま
で
と
い
う

限
定
で
は
あ
り
ま
す
が
、
食
料
品
の
海

上
輸
送
費
補
助
も
試
験
的
に
導
入
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

私
は
、
昨
年
の
４
月
29
日
の
十
島
村

長
選
挙
に
お
き
ま
し
て
、
38
年
ぶ
り
の

無
投
票
に
よ
り
、
第
30
代
村
長
と
し
て
、

５
月
16
日
に
就
任
い
た
し
ま
し
た
。
就

任
か
ら
８
ヶ
月
経
過
す
る
中
で
、
あ
ら

た
め
て
職
責
の
重
大
さ
を
痛
感
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

本
村
で
は
現
在
も
、
少
子
高
齢
化
の
進

行
や
人
口
減
少
、
危
機
的
な
財
政
状
況

と
い
っ
た
深
刻
な
事
態
に
あ
り
ま
す
。

人
口
は
現
在
約
６
０
０
人
で
推
移
し
て

お
り
、
行
政
と
し
て
も
強
い
危
機
感
を

感
じ
ま
す
。

　

今
後
も
離
島
へ
の
支
援
を
継
続
的
に

国
に
要
望
し
、
本
村
で
も
支
援
の
あ
り

方
に
つ
い
て
、
絶
え
ず
模
索
し
て
い
き

た
い
所
存
で
す
。

　

私
が
掲
げ
て
お
り
ま
す
村
政
運
営
の

基
本
的
な
方
針
「
人
口
対
策
」「
基
幹
産

業
の
強
化
と
観
光
の
活
性
化
」「
少
子
高

齢
化
対
策
」「
航
路
体
系
の
整
備
充
実
」

「
情
報
格
差
の
是
正
」「
生
活
環
境
の
整

備
」「
住
民
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
行
政
機
能

の
強
化
」
の
７
つ
を
も
と
に
、
今
年
も

よ
り
一
層
、
十
島
村
の
活
力
あ
る
村
政

振
興
を
進
め
て
参
る
所
存
で
す
。

　

住
民
の
皆
様
、
今
年
も
健
康
を
第
一

に
、
明
る
く
元
気
に
、
そ
し
て
仲
良
く
、

力
を
合
わ
せ
て
「
結
の
精
神
」
で
む
ら

づ
く
り
を
進
め
て
参
り
ま
す
の
で
、
今

年
も
皆
様
方
の
倍
旧
の
ご
理
解
・
ご
協

力
を
切
に
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
と
共

に
、
皆
様
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸
を
心
よ

り
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
し
て
、
新
年
の

ご
挨
拶
と
致
し
ま
す
。

03 02

新年のごあいさつ
十島村長・十島村議長より、
　　　　　　　　　村民の皆さまへご挨拶申し上げます

　

平
成
25
年
の
年
頭
に
当
り
、
議
会
を

代
表
い
た
し
ま
し
て
一
言
ご
挨
拶
申
し

上
げ
ま
す
。

　

あ
ら
た
め
ま
し
て
、
謹
ん
で
新
春
の

お
よ
ろ
こ
び
を
申
し
上
げ
ま
す
。

皆
様
方
に
は
、
日
頃
か
ら
村
政
・
議
会

活
動
に
深
い
関
心
を
お
寄
せ
い
た
だ
き
、

心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

新
し
い
年
を
迎
え
、
皆
様
そ
れ
ぞ
れ

に
、
心
も
新
た
に
、
家
庭
の
こ
と
、
地

域
の
あ
り
様
な
ど
、
様
々
な
こ
と
が
ら

に
思
い
を
め
ぐ
ら
せ
て
お
ら
れ
る
こ
と

と
思
い
ま
す
。

　

さ
て
、
昨
年
は
、
国
政
に
お
き
ま
し

て
は
、
11
月
に
突
然
の
衆
議
院
解
散
、

12
月
の
総
選
挙
で
は
自
民
党
が
大
勝
、

民
主
党
政
権
か
ら
３
年
ぶ
り
に
政
権
が

交
替
し
、
26
日
に
は
民
主
党
野
田
内
閣

が
総
辞
職
、
自
民
党
安
倍
新
内
閣
の
発

足
と
、
経
済
面
に
お
き
ま
し
て
は
、
引

き
続
く
景
気
の
悪
化
、
物
価
下
落
、
日

銀
の
ゼ
ロ
金
利
政
策
、
社
会
保
障
・
税

一
体
改
革
関
連
法
が
成
立
し
、
消
費
税

率
の
引
き
上
げ
が
決
定
、
あ
る
い
は
ま

た
、
７
月
の
九
州
北
部
豪
雨
災
害
、
原

発
問
題
、
尖
閣
諸
島
や
竹
島
の
領
土
問

題
、環
太
平
洋
経
済
連
携
協
定
（
Ｔ
Ｐ
Ｐ
）

参
加
問
題
な
ど
、
依
然
と
し
て
国
内
外

の
社
会
情
勢
は
厳
し
い
状
況
に
あ
り
ま

す
。

　

私
た
ち
の
十
島
村
が
生
き
残
り
、
そ

し
て
発
展
し
て
い
く
た
め
に
は
、
今
後

と
も
、
人
口
問
題
、
雇
用
問
題
、
医
療

福
祉
問
題
、ご
み
問
題
、情
報
通
信
問
題
、

航
路
問
題
、
そ
し
て
財
政
問
題　

な
ど

様
々
な
課
題
に
つ
い
て
的
確
に
、
着
実

に
対
策
を
講
じ
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま

す
。

　

昨
年
は
、
村
に
と
り
ま
し
て
は
、
２

月
に
本
土
復
帰
60
周
年
を
迎
え
、
節
目

の
年
で
あ
り
ま
し
た
。

　

長
年
の
課
題
で
あ
り
ま
し
た
医
療
・

福
祉
・
介
護
に
つ
き
ま
し
て
、
６
月
に
、

宝
島
に
「
小
規
模
多
機
能
ホ
ー
ム
た
か

ら
」
が
開
所
さ
れ
、
介
護
保
険
の
地
域

密
着
型
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
、
大
き
な
一

歩
を
踏
み
だ
し
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
人
口
対
策
の
一
環
と
し
て
、

７
月
に
組
織
改
編
が
行
わ
れ
、
経
済
課

を
廃
止
し
、
地
域
振
興
課
と
土
木
交
通

課
が
新
設
さ
れ
、
ス
タ
ー
ト
し
て
お
り

ま
す
。

　

今
後
、
定
住
支
援
や
産
業
振
興
な
ど

の
強
化
が
図
ら
れ
る
と
と
も
に
、
ま
す

ま
す
住
民
と
連
携
、
協
働
し
、
地
域
の

活
性
化
、
地
域
の
抱
え
る
問
題
や
課
題

の
解
決
が
図
ら
れ
る
こ
と
を
期
待
い
た

し
ま
す
。

　

ま
た
、
昨
年
、
米
軍
輸
送
機
Ｍ
Ｖ
22

オ
ス
プ
レ
イ
が
沖
縄
に
配
備
さ
れ
て
お

り
ま
す
が
、
本
村
は
、
低
空
飛
行
訓
練

ル
ー
ト
上
に
あ
り
、
地
域
住
民
に
与
え

る
影
響
は
計
り
知
れ
な
い
も
の
が
あ
り

ま
す
。

　

議
会
に
お
い
て
も
、
配
備
撤
回
を
求

め
る
決
議
を
可
決
し
、
意
見
書
を
国
な

ど
関
係
機
関
に
提
出
し
て
お
り
ま
す
が
、

今
後
、
非
常
に
危
惧
す
る
問
題
で
、
大

き
な
不
安
を
抱
か
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。

　

村
を
取
り
巻
く
環
境
は
、
依
然
と
し

て
厳
し
い
情
勢
で
は
あ
り
ま
す
が
、
大

先
輩
達
が
築
き
上
げ
、
育
て
て
き
た
「
共

に
生
き
る
」
共
生
の
心
を
も
っ
て
、
村

民
の
皆
様
・
議
会
・
行
政
と
、
お
互
い

に
切
磋
琢
磨
、
激
励
し
あ
い
な
が
ら
、

村
の
存
続
・
発
展
に
努
め
て
い
け
ば
決

し
て
悲
観
す
る
こ
と
ば
か
り
で
は
な
い

と
確
信
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

　

私
た
ち
議
会
も
、
昨
年
、
６
月
か
ら

新
し
い
体
制
で
ス
タ
ー
ト
し
て
お
り
ま

す
が
、
さ
ら
に
民
意
の
反
映
に
務
め
、

議
員
一
丸
と
な
っ
て
村
の
長
期
ビ
ジ
ョ

ン
に
つ
い
て
、
お
お
い
に
議
論
し
行
政

に
反
映
・
具
体
化
さ
れ
る
よ
う
努
力
し

て
ま
い
り
ま
す
。

　

今
年
一
年
の
村
民
の
皆
様
の
ご
活
躍

に
期
待
し
、
そ
し
て
ご
健
康
と
ご
多
幸

を
、
心
か
ら
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
し
て
、

新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

十島村議長　有川　和則

十島村長　肥後　正司

か
く
は
ん

ば
い
き
ゅ
う

ゆ
い
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集いし新成人、晴れの門出を飾る

別府  真倫さん
　私は今、作業療法士になるために専門学
校に通っています。作業療法士になり、鹿児
島で働くことによって、それを十島への恩返
しとしていきたいと思います。

　本村出身の新成人を対象に、平成 25 年十
島村成人式が行われました。今年の対象者は
9人でうち 6名が出席し、共に育った仲間と
一緒に大人への第一歩を踏み出しました。
　人生の大きな節目である成人式。この日の
決意を胸に、若い力を存分に発揮しそれぞれ
の夢に向かって未来を切り開き、大きく羽ば
たいていかれるように願っています。

浅野  晃さん
　数年の歳月をかけ、やりたいことを見つ
けることができました。これからも今まで通
りその夢に向かってがんばっていきたいで
す。

滝本  渉さん
　私は現在大学で法律を学んでいます。今後
大学で学習やサークル活動なども本格化して
いきます。即時的ではありますが、さしあたっ
てはこの二つの両立、また将来的には学びを
活かせるような活動をし、また島の振興にも
活かすことができればと思います。

日高  成陽さん
　私は今自分の夢のために勉学に励んでお
ります。島の方々へ恩返しをするという意味
でもこれから先も一層精進していきたいと思
いますので皆様よろしくお願いします。

小室  光仙さん
　僕は今、千葉の大学に通って気象の勉強を
していますが、自分の専門性をもっと高めて、
将来的に台風や波の予報を的確に出すこと等
で十島村の皆様に恩返しをしていきたいで
す。

有川  真奈美さん
　今年は鹿児島の保育園で社会人としての
一歩を踏み出します。勉強、勉強の毎日にな
るとは思いますが、明るく笑顔で子どもから
人気者な先生になれるよう、毎日頑張りたい
と思います。

平成25年成人式開催 口之島中学校卒業

中之島中学校卒業

中之島中学校卒業

悪石島中学校卒業

小宝島中学校卒業

宝島中学校卒業

　「
今
年
も
畑
仕
事
を
頑
張
り

ま
す
。」

平
田
　
岩
雄
（
宝
島
）

昭
和
4
年
生
ま
れ

　「
今
年
3
Kg
の
ダ
イ
エ
ッ
ト

を
成
功
さ
せ
る
こ
と!!

」

岩
下
　
美
江
子
（
小
宝
島
）

昭
和
4
年
生
ま
れ

　　「
日
本
が
良
き
道
を
進
み
ま

す
よ
う
、
ト
カ
ラ
が
豊
か
に
な

る
よ
う
祈
り
ま
す
。
子
供
と
自

然
を
守
っ
て
い
き
た
い
。」

秋
庭
　
健
二
（
諏
訪
之
瀬
島
）

昭
和
16
年
生
ま
れ

　「
体
の
節
目
に
来
て
い
る
の

で
、
健
康
に
気
を
つ
け
て
、
民

宿
は
も
ち
ろ
ん
、
サ
ー
ビ
ス
向

上
・
料
理
に
も
気
を
配
り
、
島

の
特
産
品
作
り
等
、
出
来
る
だ

け
や
り
た
い
と
思
う
。」

用
澤
　
満
男
・
秀
子
（
平
島
）

昭
和
28
年
生
ま
れ

　「
今
年
で
4
回
目
の
年
男
で

あ
る
。
次
回
は
還
暦
だ
。
60
年

で
再
び
生
ま
れ
た
と
き
の
干
支

に
か
え
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。

こ
れ
か
ら
の
12
年
は
新
し
い
こ

と
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
み
よ
う

か
な
。」

坂
元
　
勇
（
悪
石
島
）

昭
和
40
年
生
ま
れ

　「
今
年
は
小
学
6
年
生
に
な

る
年
で
す
。
勉
強
も
運
動
も

い
っ
し
ょ
う
け
ん
め
い
が
ん
ば

り
た
い
と
思
い
ま
す
。
と
く
に

本
を
た
く
さ
ん
読
み
た
い
で

す
。
運
動
面
で
は
12
月
の
持
久

走
大
会
で
昨
年
の
記
録
を
こ
え

ら
れ
る
よ
う
、
体
を
き
た
え
た

い
で
す
。」

鶴
長
　
璃
子
（
悪
石
島
）

平
成
13
年
生
ま
れ

　「
ぼ
く
は
、
お
父
さ
ん
や
お

母
さ
ん
の
仕
事
の
手
伝
い
を
た

く
さ
ん
し
た
い
で
す
。
4
月
か

ら
6
年
生
に
な
る
の
で
、
勉
強

を
も
っ
と
が
ん
ば
り
た
い
で

す
。」

平
泉
　
開
翔
（
中
之
島
）

平
成
13
年
生
ま
れ　

　
4
月
か
ら
6
年
生
に
な
る
の

で
、
小
学
校
の
中
心
と
な
り
、

後
輩
を
引
っ
張
り
、
う
ま
く
ま

と
め
る
。

高
本
　
海
斗
（
口
之
島
）

平
成
13
年
生
ま
れ

年男年女
今年の抱負

　「
巳
」（
み
、
し
）
と
い
う
字
は
、
胎
児
の
形
を
表
し
た
象
形
文
字
で
、

蛇
が
冬
眠
か
ら
覚
め
て
地
上
に
は
い
出
す
姿
を
表
し
て
い
る
と
も
言
わ

れ
、「
起
こ
る
、
始
ま
る
、
定
ま
る
」
な
ど
の
意
味
が
あ
り
ま
す
。

　
巳
の
特
徴
は
探
究
心
と
情
熱
。蛇
は
執
念
深
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

恩
を
忘
れ
ず
、
助
け
て
く
れ
た
人
に
は
恩
返
し
を
す
る
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。
さ
て
、
そ
ん
な
巳
年
生
ま
れ
の
方
々
に
今
年
の
抱
負
、
目
標
を

披
露
し
て
い
た
だ
き
ま
し
し
ょ
う
。

べっぷ　まりん

あさの　こう

ひだか　せいやたきもと　わたる

こむろ　みつひさ ありかわ　 まなみ
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寄
付
者
の
皆
さ
ま
か
ら
の

「
温
か
い
ま
ご
こ
ろ
」
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
ふ
る
さ
と
ト
カ
ラ
へ
の
想
い
や
十
島
村
の

村
づ
く
り
へ
共
感
を
持
つ
方
々
が
、
村
づ
く

り
へ
参
画
し
、
ト
カ
ラ
を
元
気
づ
け
、
個
性

豊
か
な
活
力
の
あ
る
ふ
る
さ
と
づ
く
り
に
資

す
る
こ
と
を
目
的
に
、
平
成
20
年
6
月
に
創

設
さ
れ
た
「
ト
カ
ラ
ふ
る
さ
と
づ
く
り
寄
付

金
」。こ
れ
ま
で
十
島
村
を
想
う
多
く
の
方
々

の
「
温
か
い
ま
ご
こ
ろ
」
に
よ
り
、
大
変
多

く
の
ご
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

こ
の
想
い
を
大
き
な
力
に
変
え
、
住

民
の
皆
さ
ま
を
は
じ
め
、
十
島
村
を

応
援
し
て
く
だ
さ
る
す
べ
て
の
人
々

の
た
め
、
元
気
な
村
づ
く
り
を
推
進

し
て
参
り
ま
す
。

　
平
成
24
年
12
月
現
在
の
寄
付
申
込

状
況
は
次
の
通
り
と
な
っ
て
い
ま
す
。

今
後
と
も
、
多
く
の
方
々
か
ら
の
暖
か
い
ご
支
援
、

　
　
　
　
　
　
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

「トカラふるさとづくり寄付金」
平成 24 年 12 月現在の申込状
況は、37件、361万5千円です。

▼寄付者の氏名公表（敬称略）
事前に了承を得た方々で未公表の方のみ公表していま
す。（平成 24年中申請のみ・順不同）
高村　真　　　神奈川県　　　20,000 円
立石　隆也　　　東京都　　　10,000 円
上家　和子　　　東京都　　  150,000 円
敷根　忠昭　　鹿児島県　  　400,000 円
堀口　英康　　　東京都　　 　  5,000 円

▼寄付申込額別件数（平成 24年 12 月現在）

5万円未満　　　 25 人　　  　616,800 円
　　　　　　　   （22 人）　　  （552,000 円）

5万円以上　　　　8人　　　  448,400 円
　　　　　　　 　（6人）　　  （344,600 円）
10 万円以上　      　4 人　　   2,550,000 円

合　　　計　　     37 人   　　3,615,200 円
　　　　　　　   （28 人）  　　（896,600 円）
※（   ）は村職員の寄付者数、及び寄付額

あなた自身のアイディアと力を試してみませんか？
～離島人材育成基金助成事業～

　
財
団
法
人
日
本
離
島
セ
ン
タ
ー
で
は
、
離
島
住
民
の

自
発
的
な
島
づ
く
り
活
動
を
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
す
る
た

め
、「
離
島
人
材
育
成
基
金
」
を
創
設
し
、
毎
年
度
、

助
成
事
業
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

　
平
成
20
年
度
事
業
で
は
本
村
の
、「
ト
カ
ラ
馬
の
会
、

ト
カ
ラ
馬
飼
育
事
業
」
が
採
択
さ
れ
、
基
金
助
成
を
受

け
ま
し
た
。
今
回
は
平
成
25
年
度
基
金
助
成
事
業
の
募

集
を
行
い
ま
す
。
基
金
助
成
を
希
望
さ
れ
る
グ
ル
ー
プ
、

団
体
は
左
記
事
項
に
基
づ
き
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

１　
応
募
対
象

　
離
島
に
在
住
し
て
い
る
人
、
も
し
く
は
離
島
で
活
動

し
て
い
る
グ
ル
ー
プ
・
団
体
等
と
し
ま
す
。

２　
応
募
期
間

平
成
25
年
2
月
8
日
ま
で
と
し
ま
す
。

３　
応
募
方
法

支
給
申
請
書
な
ら
び
に
助
成
事
業
計
画
書
を
作
成
の
う

え
、
期
日
ま
で
に
役
場
総
務
課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

本
助
成
事
業
に
関
す
る
お
問
合
せ
は
、
役
場
総
務
課
政

策
推
進
室
、
若
し
く
は
財
団
法
人
日
本
離
島
セ
ン
タ
ー

総
務
部
（
０
３-

３
５
９
１-

１
１
５
１
）
ま
で
お
願
い

し
ま
す
。

【トカラふるさと基金の運用状況について】
トカラふるさと基金では予め定められた 7つの使途か
ら寄附者が使途を選んで指定することができるように
なっております。平成 24 年度は、皆様からいただい
た寄附金を元に

○トカラ島めぐりマラソン事業
○諏訪之瀬島ナベダオ遊歩道整備事業
○各島小学校　一輪車購入整備事業
の 3つの事業をおこなっております。

交
流
人
口
の
増
加
を
目
指
し
て

　
〜  

ア
イ
ラ
ン
ダ
ー
2
0
1
2  

〜

 

　
11
月
24
・
25
日
、「
島
の
祭
典
・
ア
イ
ラ
ン
ダ
ー2012

」が
、

東
京
池
袋
の
サ
ン
シ
ャ
イ
ン
シ
テ
ィ
文
化
会
館
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。今
年
で
20
回
を
数
え
る「
ア
イ
ラ
ン
ダ
ー
」。2
日
間

を
通
し
て
約
1
万
2
千
人
が
訪
れ
た
会
場
で
各
島
の
PR
は
も

ち
ろ
ん
の
こ
と
、
特
産
品
販
売
や
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
な
ど
積

極
的
に
ア
ピ
ー
ル
を
行
い
ま
し
た
。

　
十
島
ブ
ー
ス
で
は
、
定
住
・
山
海
留
学
相
談
コ
ー
ナ
ー
を
設

け
、熱
心
に
相
談
す
る
姿
が
多
く
見
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
で
は
約
3
0
0
名
の
来
場
者
に
回
答

し
て
い
た
だ
き
、
本
村
に
対
す
る
イ
メ
ー
ジ
や
交
流
人
口
増
加

に
向
け
た
ア
ド
バ
イ
ス
な
ど
、
貴
重
な
ご
意
見
を
聞
く
こ
と
が

出
来
ま
し
た
。こ
れ
ら
の
意
見
を
参
考
に
今
後
の
観
光
振
興
、交

流
増
加
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

第 46回　衆議院議員総選挙の
　　　　　　　　　十島村の開票結果について公表します
投票日　平成 24年 12 月 13 日（木）〈3日繰上〉
開票日　平成 24年 12 月 16 日（日）
投票者数　459 名　投票率　86.93％
（投票者数・投票率は小選挙区、比例代表ともに同じ）

小選挙区
候補者名（届出順）

山口　ひろのぶ

山之内　つよし

川内　ひろし

やすおか　興治

渡辺　信一郎

有効投票総数

無効投票総数

合計（投票総数）

得票数

15

59

94

261

15

444

15

459

有  

効  

投  

票

比例代表
政党名（届出順）
日本維新の会
日本共産党
民主党
幸福実現党
国民新党
社会民主党
公明党
みんなの党
自由民主党
日本未来の党

有効投票総数

無効投票総数

合計（投票総数）

得票数
62
12
54
3
20
9

151
15
106
18

450

9

459

有  

効  

投  

票

▲  十島村ブースの様子





十島村の人口・世帯数  平成 24 年 12 月末現在

編集／発行：十島村役場  総務課  広報係
〒892-0822　鹿児島市泉町 14-15　tel:099－222－2101
よろしければ皆さんのご意見・ご感想をお聞かせください。

島　　　　 名　　   男性　　  女性  　　人口　   　世帯

口　 之 　島　　  60　　    59　　  119　　  81

中　 之　 島  　　76　　    60　　  136　　  85

平  　　　島　　  39　　    27　　　66　　  37

諏訪之瀬島  　　36　　    26　　　62　　  32　　　

悪 　石　 島　　  26　　    33　　　59　　  32

小　 宝 　島  　　29　　    29　　　58　　  31

宝　　　  島　　  63　　    54　　  117　　  72

合  　　　計　　 329　　 288　　 617　　370

村営定期船 フェリーとしま  
平成 25年 2月運行予定

日　  1 　2 　3 　4 　5 　6 　7 　8　 9 　10　11　12　13　14　15　16　17　18　19　20　21　22　23　24　25　26　27　28　 1 　 2 　 3 　

曜 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日

予
　
定

便
　
　
区
　
　
分

名
瀬
便
（
新
）

名
瀬
便
（
新
）

宝
島
便
（
碇
泊
）

宝
島
便
（
碇
泊
）

宝
島
便
（
碇
泊
）

宝
島
便
（
碇
泊
）

宝
島
便
（
碇
泊
）

入
　

　
　
出

　
　
出

入
　

入
　
出

入
　
出

　
　
出

入
　

入　
　
出

　
　
出

入 　
　
出

入

鹿児島　　十島村　　名瀬
十島村 土木交通課 航路対策室
　　　　　　TEL : 099-222-2101
フェリーとしま
　　　　　　TEL : 090-3022-4523

16

ドック期間

代
替
船

　「
み
し
ま
」
運
航

代
替
船

　「
み
し
ま
」
運
航

「広報としま」に掲載する

写真＆イラストを

募集しています！

平成 25年（1月～12月）鹿児島中央家畜市場セリ日程表

25 年 1月
2月
3月
4月
5月
6月

11 日（金）
12 日（火）
11 日（月）
12 日（金）
12 日（日）
13 日（木）

410
360
410
450
450
360

25 年 7月
8月
9月
10 月
11 月
12 月

13 日（土）
9日（金）
13日（金）
11 日（金）
8日（金）
6日（金）

360
360
380
350
380
410

日　　　程 出場見込頭数 出場見込頭数日　　　程

あなただけの十島を

　　　　　皆で共有しましょう！

▼　詳しくは、下記までお問い合わせください。


